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柏崎刈羽原子力発電所の不適切事案等に関する要望書 
 

このたび、東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所におい

て、ＩＤカードの不正使用による中央制御室への入室、７号機の新規制基準に基

づく安全対策工事終了発表後の複数の未完了工事発覚、長期間にわたる核物質

防護設備の一部機能喪失という不適切な事案が相次いで発生しました。 
柏崎刈羽原子力発電所に対する住民の不安は、かつてないほど高まっており、

新潟県内全３０市町村長で構成する「市町村による原子力安全対策に関する研

究会」としては、柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の信頼性や原子力事業者の適

格性を損なう重大な問題と認識しています。 
規制官庁であります貴委員会の厳格かつ適切な対応を住民は期待しており、

住民の不安解消と、柏崎刈羽原子力発電所の安全性と透明性の向上のため、下記

の事項について、強く要望いたします。 
 

記 
 
１ 原子力事業者としての適格性について、企業風土や安全文化を含め、改め

て継続的かつ厳格に、評価、指導等を行うこと 
 
２ 核物質防護（サイバーテロ対策を含む）等のあらゆるリスクに対する原子

力発電所の安全対策について、改めて継続的かつ厳格に、評価、指導等を行

うこと 
 
３ 核物質防護を含む原子力発電所における不適切事案について、住民の不安

解消や発電所の透明性確保に資するよう、可能な限り迅速に情報を公表する

仕組みを構築すること 
 
４ 福島第一原子力発電所事故の検証と総括（新潟県の３つの検証を含む）の

結果、新しい知見等が出た場合は、速やかに新規制基準に反映させるととも

に、新規制基準適合性審査の経緯や結果を住民に対して、直接分かりやすく

説明し、理解促進に努めること 
 
５ 自治体の避難計画を実効性のあるものとするため、積雪時及び降雪時も含

めた屋内退避の有効性について、科学的根拠を分かりやすく示し、原子力災

害対策指針に明記すること 
 
６ 原子力施設の安全確保及び防災対策上における「安全協定」のあり方や地

方自治体の役割分担を明確にすること 
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